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あらまし：介護従事者が高齢者に対して介助やリハビリを行う際には，重心位置に対する理解が必要不可

欠である．本研究では，身体の各部位の中心位置をタップすることで身体全体のおおよその重心位置を算

出するアプリケーションを開発した．医療系専門学生 14名と一般理系大学生 12名を対象とし，本アプリ

ケーションを用いた学習の前後に 10種類の画像を提示し各画像における身体全体の重心位置を回答させ

た結果，学習後に回答した重心位置がより身体全体のおおよその重心位置に近づき有意な差が認められた． 
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1. はじめに 

我が国において，高齢者の割合が増加傾向にあり，

2022年の調査(1)においては日本の人口の約 3割が 65

歳以上の高齢者であると報告されている．高齢者が

安心して生活するためには，介護従事者によるサポ

ートが重要であり，特に介助やリハビリを行う際に

は重心位置に対する理解が必要不可欠である(2)． 

本研究では，身体の各部位の中心位置をタップす

ることで身体全体のおおよその重心位置（以下，推

定重心位置）を算出するアプリケーションを開発す

ることを目的とした．また，本アプリケーションを

用いた学習の前後において，提示した画像における

身体全体の重心位置を回答させ，学習効果について

検討した． 

 

2. 重心位置算出アプリケーション 

本アプリケーションは，Google 社が提供する

「Android Studio」を用いて開発を行った． 

開発したアプリケーションは①重心位置算出機能，

②中心線の表示機能，③支持基底面の表示機能，④

物体保持時の重心位置再算出機能，⑤練習問題機能

の 5つの機能を有している． 

図 1に①重心位置算出機能の一例を示す．本機能

では，身体の 13個の部位（頭部と体幹，両上腕部，

両前腕部，両手部，両大腿部，両下腿部，両足部）

の中心位置をそれぞれタップし決定ボタンをタップ

することで，推定重心位置が算出される．さらに，1

つめの画像の推定重心位置を算出後，端末内に保存

された任意の画像を選択し，各画像を左右に並べて

表示することができる．また，部位の選択時に表示

されるスキップボタンをタップすることで，該当部

位を欠損しているとみなして推定重心位置の算出か

ら除外することも可能である． 

図 2に④物体保持時の重心位置再算出機能の一例

を示す．本機能では重心位置算出機能によって算出

された推定重心位置に対して，手に物体を保持させ 

 

 

(a) 各部位の選択時 

 

(b) 部位の選択除外時 

図 1 重心位置算出機能の一例 

 

 

図 2 物体保持時の重心位置再算出機能の一例 
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た際の推定重心位置を再度算出し，画面上に異なる

色で追加して表示される． 

図 3に⑤練習問題機能の一例を示す．本機能では，

表示された画像の推定重心位置を 4つの選択肢の中

から 1つ選択することで正誤が判定される． 

 

3. 学習効果および使用感の検証 

本アプリケーションの学習効果および使用感の検

証のために，医療系専門学生 14名，一般理系大学生

12名を対象に実験を実施した．被験者には，本アプ

リケーションを用いた学習の前後に，10種類の画像

を提示し各画像における身体全体の重心位置を回答

させた．10種類の画像は，学習前後共に同じ画像を

提示した．回答後，使用感に関するアンケートに回

答してもらった． 

図 4に学習前後に回答した各重心位置と推定重心

位置との誤差を示す．両群共に，学習後の誤差が学

習前と比較して小さくなっており，有意な差が認め

られた．また，一般理系大学生の学習前の誤差にお

いて，医療系専門学生と比較して小さくなっており，

有意な差が認められた． 

図 5に全被験者における本アプリケーションの各

機能の使用感についての評価を示す．いずれの機能

においてもとても良い，良いと回答された割合が 70

～90％程度となった．また，練習問題の機能におい

て操作が分かりにくいとの意見が挙げられたが，内

容については好意的な評価が多く得られた． 

 

4. 考察およびまとめ 

本研究では，身体の各体節の中心位置をタップす

ることで身体全体のおおよその重心位置を算出する

アプリケーションを開発し，学習の前後に重心位置

に関する問題を出題した後，使用感についてアンケ

ートを実施した．その結果，両群共に学習後に回答

した重心位置がより正答に近づき有意な差が認めら

れ，本アプリケーションに学習効果があることが示

唆された．また，一般理系大学生の学習前の誤差に

おいて，医療系専門学生と比較して小さくなってお

り，有意な差が認められた．これは，一般理系大学

生は医療系専門学生と比較して，物理学をはじめと

する力学に関する学習を行う機会が多く，重心位置

に対する元々の理解が高かったと考えられる． 

使用感に関するアンケートではいずれの機能にお

いても好意的な意見が多く得られた．このことから，

本アプリケーションを用いて重心位置の把握をする

ことにより，学習意欲の向上および継続的な学習に

も有用であると考えられる． 

今後は，本アプリケーションの各機能について充

実を図るとともに，学習意欲に関する調査および長

期的な利用に伴う学習効果について検証を行う予定

である． 

本研究における実験は，摂南大学「人を対象とす

る研究倫理委員会」の承認を得て行われた． 
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図 3 練習問題機能の一例 

 

図 4 回答した重心位置と推定重心位置との誤差 

 

図 5 各機能における使用感の評価 
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